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去
る
６
月
１
日
に
開
院
15
周
年
を
迎
え
た
当
院

に
お
い
て
、
６
月
５
日
（
土
）、「
地
域
に
支
え
ら

れ
15
年
〜
共
に
歩
む
未
来
へ
〜
」
を
テ
ー
マ
に
第

４
回
病
院
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
残
念
な
が
ら
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、

約
２
千
２
０
０
人
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
大

変
な
賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
健
康
に
関
す
る
催
し
と
し
て
、「
救

急
に
関
す
る
講
演
会
」
と
題
し
た
、
救
急
科
統
轄

科
長
坂
口
医
師
に
よ
る
「
こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る

─
家
庭
の
救
急
医
学
─
」、
小
児
科
統
轄
科
長
青

沼
医
師
に
よ
る
「
家
庭
で
で
き
る
子
ど
も
の
急
病

対
策
」
の
講
演
を
は
じ
め
、
骨
密
度
・
動
脈
硬
化

度
測
定
、
が
ん
個
別
相
談
、
が
ん
・
す
ま
い
る
サ

ロ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、各
種
体
験
と
し
て
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
、
腹
腔
鏡
手
術
操
作
、
褥
瘡
（
床
ず
れ
）

予
防
、
嚥
下
食
（
飲
み
込
み
や
す
い
食
べ
物
）、

錠
剤
分
包
、
妊
婦
・
高
齢
者
疑
似
体
験
や
、
車
い

す
展
示
、
手
洗
い
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
他
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
病
院
長
と
話
そ
う
、

お
笑
い
芸
人
の
ホ
リ
さ
ん
に
よ
る
「
も
の
ま
ね

ラ
イ
ブ
」、
飯
綱
町
在
住
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
川

原
三
恵
子
さ
ん
に
よ
る
歌
と
講
演
、
柳
原
小
学
校

合
唱
団
に
よ
る
合
唱
、
ピ
ー
ス
ド
ッ
グ
と
の
ふ
れ

あ
い
や
中
越
地
震
で
活
躍
し
た
十
日
町
の
救
助
犬

に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
日
頃
触
れ
る

こ
と
の
な
い
院
内
各
施
設
を
巡
る
施
設
見
学
ツ

ア
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
バ
ザ
ー
、
キ
ッ
ズ

コ
ー
ナ
ー
、
模
擬
店
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

ご
来
場
さ
れ
た
方
は
そ
れ
ぞ
れ
に
お
目
当
て
の

催
し
に
参
加
さ
れ
、
お
子
様
か
ら
ご
年
配
の
方
に

至
る
ま
で
充
分
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
地
域
に
開
か
れ
た
病
院
を
目
指
し

て
信
頼
さ
れ
る
病
院
と
な
る
よ
う
一
層
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

P１	 ・開院15周年記念　第4回病院祭開催される
P２	 ・写真で見る第4回病院祭
P３	 ・長野市民病院　開院から15年のあゆみ
P４	 ・開院15周年記念講演会（第10回市民健康講座）開催
	 ・看護週間（５月12日～13日）
P５	 ・知っておきたい医療の知識（婦人科統轄科長	森	篤）
	 ・みなさまの声
P６	 ・登録医紹介（宮下整形外科）　
	 ・出前講座等の保健衛生の啓発活動により県知事賞を受賞
	 ・貴重なご寄付をありがとうございました！
P７	 ・新研修医の抱負
	 ・15年・10年勤続功労表彰行われる
P８	 ・外来診療担当日一覧
	 ・看護師のための「再就職支援セミナー」開催のお知らせ

お笑い芸人　ホリさんによるものまねライブ

川原三恵子（Candy＊Rose）さんによる歌と講演

ボランティアはづきの会への感謝状贈呈

長野市民病院

1.　	命のいとおしさを大切に、人間味あふれる医療を
提供します

2.　	医療水準の向上に努め、高度で良質、安全な医療
を提供します

3.　	個人の人権と意思を尊重し、情報の開示、説明と
同意を基本とする医療を提供します

4.　	地域の保健、医療、福祉機関等との機能分担に配
慮し、円滑な連携を図ります

長野市民病院の理念

地域がん診療連携拠点病院
病院機能評価認定病院
臨床研修病院

開
院
15
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念 
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催
さ
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写真で見る第4回病院祭

柳原小学校合唱団
病院長と話そう

「救急に関する講演会」
坂口先生

「救急に関する講演会」
青沼先生

施設見学ツアー

骨密度測定AED体験

動脈硬化度測定腹腔鏡手術操作体験

ピースドッグとのふれあい

ボランティアによるバザー

十日町災害救助犬による
デモンストレーション

キッズコーナー

模擬店
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昭和51年	 	市制80周年記念事業の選定において、市民総合
病院の建設が第1位となり、建設が決定

昭和52年	 「長野市医療施設整備協議会」設置
昭和54年	 「市民病院建設基金条例」制定
昭和60年	 「長野市医療施設調査研究委員会」設置
昭和62年	 「長野市公的医療施設建設審議会」設置
平成２年	 	「長野市公的医療施設基本構想検討委員会」設

置
平成３年	 「長野市民病院」開設許可、
	 「財団法人長野市保健医療公社」設立
平成４年	 基本・実施設計決定
	 	「長野市病院事業の設置等に関する条例」制定
	 市民病院建設工事着工
	 	※	建設財源　総額213億円（積立基金111億円、

国庫補助２億円、起債100億円）
平成７年	 長野市民病院建設工事竣工（1月）
	 ６診療科・150床で開院（6月1日）
平成８年	 	10診療科・254床、訪問看護ステーション開設

（11月）
平成９年	 16診療科・300床
平成10年	 19診療科
平成12年	 外来・手術部門等　増改築工事竣工（3月）
	 20診療科
平成15年	 21診療科
	 ＣＴ・ＭＲ棟等増改築工事竣工（3月）
	 	「（財）日本医療機能評価機構」病院機能評価

Ver.4.0認定（10月）
	 臨床研修病院指定（10月）
平成17年	 開院10周年（6月）
平成18年	 	財団法人長野市保健医療公社が長野市民病院

の指定管理者となる（4月）
	 診断群分類別包括評価制度（ＤＰＣ）導入（7月）
	 ７対１看護体制取得（10月）
平成19年	 地域がん診療連携拠点病院指定（1月）
	 新南病棟1階供用開始（4月）
平成20年	 100床増床等　増改築工事竣工（2月）
	 22診療科・400床（4月）
	 救急センター開設（4月）
	 長野市民病院・医師会急病センター開設（4月）
平成21年	 	「（財）日本医療機能評価機構」病院機能評価

Ver.5.0更新（1月）
	 28診療科（7月）
	 	長野市民病院　中央棟、南病棟が長野市景観賞

を受賞する（9月）
平成22年	 	地域がん診療連携拠点病院指定継続（4月）

長野市民病院　開院から15年のあゆみ

起工式…平成4年12月3日 工事風景…平成５年

開院5周年記念事業
…平成12年6月3日

開院10周年記念事業（記念式典）
…平成17年7月16日

ヘリポート稼動
…平成20年1月15日

AED人命救助（勝山看護師表彰）
…平成20年10月3日

長野市景観賞「長野市民病院　中央
棟、南病棟」…平成21年9月4日

長野冬季オリンピックへの協力
…平成10年2月

突如子連れカルガモ現る
…平成16年6月

当院にて映画「転校生」撮影
…平成18年11月

救急センターテープカット式
…平成20年4月1日
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～若里市民文化ホールにて～
開院15周年記念講演会【第10回市民健康講座】開催

「看護週間」　5月12日〜13日
　

近
代
看
護
を
築
い
た
フ
ロ
ー
レ
ン

ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
5
月
12
日

の
誕
生
日
に
ち
な
み
、
12
日
か
ら
13

日
ま
で
「
看
護
の
心
を
み
ん
な
の
心

に
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
、
看

護
週
間
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午

前
の
部
は
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
で
、看
護
・

介
護
相
談
、
血
圧
・
体
脂
肪
の
各
種

測
定
を
初
め
、
メ
タ
ボ
対
策
と
し
て

管
理
栄
養
士
の
話
、
乳
が
ん
の
自
己

検
診
法
、フ
ェ
イ
ス
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操
が
あ
り
、
市

民
健
康
ホ
ー
ル
で
は
介
護
サ
ロ
ン
が

行
わ
れ
、
熱
心
な
質
問
が
飛
び
交
い

ま
し
た
。
午
後
の
部
は
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
に
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
に
よ
る
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
コ
ン

サ
ー
ト
が
あ
り
、
聴
衆
の
患
者
さ
ま

を
和
ま
せ
る
よ
う
な
音
色
や
、
誰
も

が
知
っ
て
い
る
曲
や
懐
か
し
い
曲
が

多
数
あ
り
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

血圧測定
体脂肪測定

　

去
る
５
月
29
日

（
土
）、
開
院
15
周
年
記

念
講
演
会
【
第
10
回
市

民
健
康
講
座
】
を
若
里

市
民
文
化
ホ
ー
ル
に
て

開
催
し
、「
乳
が
ん
」

を
テ
ー
マ
に
２
部
構
成

に
て
講
演
会
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
好
天

に
も
恵
ま
れ
、
４
６
５

名
に
及
ぶ
記
念
講
演
会

の
名
に
恥
じ
な
い
大
勢

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
多
く
の
質
問
も
飛

び
交
い
大
盛
況
で
し
た
。

　

第
１
部
は
、「
長
野
市
民
病
院
で
の
乳
が

ん
治
療
」と
題
し
て
、『
長
野
市
民
病
院
に

お
け
る
乳
が
ん
治
療
の
現
況
』を
呼
吸
器

外
科
・
乳
腺
外
科
統
轄
科
長
西
村
秀
紀
医

師
、『
リ
ン
パ
浮
腫
と
上
手
く
つ
き
あ
う

た
め
に
』を
医
療
リ
ン
パ
ド
レ
ナ
ー
ジ
セ

ラ
ピ
ス
ト
・
緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師
下
谷

由
紀
子
看
護
師
、『
乳
房
再
建
手
術
に
つ
い

て
』を
形
成
外
科
統
轄
科
長
滝
建
志
医
師

に
よ
る
講
演
で
し
た
。
西
村
医
師
の
講
演

で
は
、
当
院
が
開
院
し
て
15
年
間
の
乳
が

ん
治
療
を
分
析
し
た
。
手
術
は
胸
筋
温
存

乳
房
切
除
術
か
乳
房
温
存
手
術
を
選
択
し

て
い
る
。
過
去
乳
房
温
存
手
術
は
４
０
３

例
、
開
院
時
年
間
１
例（
11
・
１
％
）か
ら

昨
年
64
例（
62
・
１
％
）と
若
年
層
を
中
心

に
右
肩
上
が
り
で
増
加
し
て
お
り
、
今
年

は
８
割
を
超
え
る
状
況
と
の
こ
と
。一
方
、

胸
筋
温
存
乳
房
切
除
術
の
割
合
は
開
院
時

よ
り
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
乳
房
温
存

手
術
後
の
放
射
線
治
療
を
嫌
う
高
齢
者
な

ど
を
中
心
に
近
年
は
20
〜
30
件
で
推
移
し

て
い
る
。
乳
が
ん
増
加
の
要
因
と
し
て
、

食
生
活
の
変
化
に
よ
る
肥
満
を
挙
げ
、
50

代
後
半
か
ら
70
代
前
半
に
か
け
て
増
加
傾

向
に
あ
り
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
数
値
が
25
・
１
以

上
の
肥
満
該
当
者
に
多
い
と
の
こ
と
。
ま

た
、
２
割
程
度
の
検
診
受
診
率
の
低
さ
を

指
摘
し
、
乳
が
ん
治
療
は
早
期
発
見
が
最

も
重
要
で
あ
る
と
強
調
し
た
。
下
谷
看
護

師
の
講
演
で
は
、
リ
ン
パ
浮
腫
は
リ
ン
パ

節
郭
清
を
伴
う
手
術
の
合
併
症
で
あ
り
、

一
旦
発
症
す
る
と
治
癒
す
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
早
期
発
見
と
適
切
な
ケ
ア
に
よ
っ

て
改
善
で
き
る
こ
と
を
実
例
を
も
と
に
説

明
し
た
。
リ
ン
パ
浮
腫
と
上
手
く
つ
き
あ

う
た
め
に
は
、
リ
ン
パ
浮
腫
を
理
解
す
る

こ
と
、
自
分
で
で
き
る
ケ
ア
を
大
切
に
す

る
こ
と
、
声
を
出
し
て
身
近
な
医
療
者
に

伝
え
て
い
く
こ
と
だ
と
強
調
し
た
。
滝
医

師
の
講
演
で
は
、
乳
房
再
建
の
時
期
に
よ

る
分
類
や
、
種
々
の
再
建
方
法
を
具
体
例

を
交
え
な
が
ら
述
べ
た
。
乳
房
再
建
の
方

法
は
、
欠
損
の
大
き
さ
や
年
齢
、
妊
娠
出

産
の
希
望
な
ど
幾
つ
か
の
要
因
を
勘
案

し
、
個
別
に
選
定
さ
れ
る
。
病
状
や
病
期

は
乳
房
を
再
建
し
て
よ
い
か
否
か
に
大
き

く
関
わ
る
の
で
、
乳
房
再
建
を
希
望
す
る

場
合
は
ま
ず
か
か
り
つ
け
の
乳
腺
外
科
医

に
相
談
し
て
下
さ
い
と
語
っ
て
い
た
。

　

第
２
部
で
は
、「
特
別
講
演
会
」
と
題

し
て
、『
乳
癌
の
標
準
治
療
２
０
１
０
─

標
準
化
と
個
別
化
の
間
に
て
─
』
を
聖
路

加
国
際
病
院
ブ
レ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
長
・
乳

腺
外
科
部
長
中
村
清
吾
医
師
に
よ
る
講
演

が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
数
年
で
乳
が
ん
に
対

す
る
ホ
ル
モ
ン
療
法
の
感
受
性
や
、
が
ん

細
胞
の
増
加
速
度
が
抗
が
ん
剤
の
治
療
効

果
に
影
響
す
る
こ
と
が
分
か
り
、
乳
が
ん

の
標
準
治
療
が
変
化
し
て
き
て
い
る
と
の

こ
と
。
乳
が
ん
の
治
療
効
果
を
予
測
す
る

遺
伝
子
検
査
で
は
、
が
ん
の
個
別
化
が
図

れ
る
よ
う
に
な
り
、
10
年
後
の
再
発
リ
ス

ク
の
程
度
ま
で
予
測
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
患
者
の
価
値

観
や
生
活
状
況
を
踏
ま
え
、
個
々
に
適
し

た
治
療
法
を
探
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
会
場
で
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
次
回
の
講
演
内
容
や

当
院
に
対
す
る
ご
要
望
を
多
数
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
市
民
健
康
講
座
を

継
続
し
、
地
域
の
皆
さ
ま
へ
保
健
医
療
に

関
す
る
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
地

域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と
し
て
の
責

務
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

講師：聖路加国際病院 中村医師

講師：滝医師、下谷看護師、西村医師
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子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　
　
　
　
婦
人
科
統
轄
科
長
　
森も

り

　
　
篤

あ
つ
し

知
っ
て
お
き
た
い

医
療
の
知
識

　

こ
こ
20
年
で
、
子
宮
頸
癌
の
原
因
が
ヒ
ト

パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）で
あ
る
こ

と
が
確
定
さ
れ
ま
し
た
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
中
で
も

約
20
種
類
が
発
が
ん
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
は
性
経
験
が
あ
る
女
性
な
ら
ほ
と

ん
ど
の
人
が
感
染
し
ま
す
。
感
染
し
て
も
ほ

と
ん
ど
の
人
で
は
ウ
イ
ル
ス
を
排
除
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
ま
れ
に
長
期
に
わ
た
っ

て
排
除
で
き
な
い
人
が
い
ま
す
。
そ
の
場
合

に
子
宮
頸
癌
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で

す
。

　

こ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
が
開
発

さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
平
成
21
年
か
ら
グ

ラ
ク
ソ
・
ス
ミ
ス
ク
ラ
イ
ン
社
の
サ
ー
バ
リ

ッ
ク
ス
が
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ワ
ク
チ

ン
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
型
と
18
型
の
持
続
感
染
を
予

防
し
ま
す
。
計
３
回
の
筋
肉
注
射
が
必
要
で

す
。
接
種
部
位
の
痛
み
や
か
ゆ
み
は
よ
く
見

ら
れ
る
副
作
用
で
す
が
、
深
刻
な
副
作
用
は

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
感
染

す
る
前（
す
な
わ
ち
初
交
前
）に
接
種
す
る
の

が
も
っ
と
も
有
効
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
11

歳
前
後
の
女
児
に
接
種
す
る
の
が
も
っ
と
も

効
果
的
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
成
人
女
性

に
接
種
し
て
も
子
宮
頸
癌
の
予
防
効
果
は
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
問
題
点
は
、

①
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
、
18
型
以
外

の
ウ
イ
ル
ス
感
染
は
ブ
ロ
ッ
ク
で
き
な
い
の

で
、
す
べ
て
の
子
宮
頸
癌
が
予
防
で
き
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
ワ
ク

チ
ン
を
受
け
た
方
も
必
ず
子
宮
癌
検
診
は
受

け
て
い
た
だ
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
、
18
は
70
％
の
子
宮
頸
癌

の
原
因
ウ
イ
ル
ス
で
す
の
で
、
70
％
の
子
宮

頸
癌
を
予
防
で
き
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。

②
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
、
そ
の
効
果
が
何
年
続

く
の
か
ま
だ
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
メ
ー
カ

ー
は
22
年
は
有
効
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、
実

証
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
の

情
報
に
は
注
意
を
要
し
ま
す
。

③
ま
だ
高
価
で
す
。
市
民
病
院
で
接
種
し
て

い
た
だ
い
て
も
、
1
回
に
つ
き
１
万
６
千
円

か
か
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
問
題
を
持
っ

て
い
る
と
は
い
え
、
癌
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
が

開
発
さ
れ
、
そ
の
癌
で
命
を
落
と
す
か
も
し

れ
な
い
患
者
さ
ん
の
７
割
を
救
え
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

婦
人
科
の
ト
イ
レ
で
す
が
、
清
掃
を

さ
れ
て
お
り
と
て
も
綺
麗
で
し
た

が
、
女
子
ト
イ
レ
の
方
の
汚
物
入
れ
が
少

し
小
さ
い
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
女
性

が
多
い
の
で
、
大
き
い
汚
物
入
れ
が
あ
れ

ば
よ
い
と
思
い
ま
し
た
。（
見
舞
者　

女
性
）

▪
回
答　

婦
人
科
外
来
脇
に
あ
り
ま
す
女

子
ト
イ
レ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎
日
定
期

的
に
清
掃
ス
タ
ッ
フ
が
清
掃
・
点
検
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
汚
物
入
れ
に
つ
き
ま
し

て
も
確
認
し
て
お
り
ま
す
が
、
使
用
状
況

に
よ
っ
て
は
ご
不
便
を
か
け
る
こ
と
も
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
婦
人
科
外
来
脇
女

子
ト
イ
レ
に
は
汚
物
入
れ
の
個
数
を
増
や

し
て
対
処
い
た
し
ま
す
。
今
後
使
用
状
況

　

市
民
病
院
で
は
、
開
院

以
来
、
外
来
・
入
院
の
患

者
さ
ま
、
お
見
舞
い
等
の

皆
さ
ま
か
ら
様
々
な
ご
意

見
ご
要
望
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

毎
月
、
貴
重
な
ご
意
見

を
集
約
し
て
職
員
に
回

覧
。
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

改
善
、
検
討
を
加
え
て
お

り
ま
す
。
最
近
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
も
の
の
中
か
ら

選
ん
で
紹
介
し
ま
す
。
今

後
と
も
叱
咤
激
励
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

みなさまの声みなさまの声みなさまの声

に
よ
っ
て
は
、
大
き
い
入
れ
物
で
対
応
す

る
こ
と
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

情
報
ラ
ウ
ン
ジ
に
コ
ピ
ー
機
を
設
置

し
て
欲
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
入
院
患
者　

男
性
）

▪
回
答　

検
討
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
管

理
面
や
コ
ス
ト
面
で
課
題
が
残
り
ま
す
の

で
、現
状
で
は
設
置
が
難
し
い
状
況
で
す
。

何
卒
ご
理
解
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

家
族
が
度
々
入
院
で
お
世
話
に
な
り
、

十
年
間
何
回
も
病
室
へ
行
く
時
、

い
つ
も
階
段
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
踊
り

場
に
掛
け
て
あ
る
写
真
が
い
つ
も
同
じ
な

の
で
残
念
で
す
。　
（
患
者
家
族　

女
性
）

▪
回
答　

ご
指
摘
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
館
階
段
の
踊
り
場
の
写
真
を
交
換

い
た
し
ま
し
た
。
快
適
な
療
養
環
境
に
向

け
て
今
後
も
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

№ 39



あした元気になあれ　2010. ６.15

宮 下 整 形 外 科 院 長　宮下　謙一　医師
　（長野市三輪５丁目４３‒１６）
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出
前
講
座
等
の
保
健
衛
生
の
啓
発
活
動
に
よ
り

県
知
事
表
彰
を
受
賞

　

登
録
医
制
度
に
よ
る
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
が
平
成
15
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し

て
か
ら
市
民
病
院
へ
紹
介
い
た
だ
い
た
り
、
市
民
病
院
か
ら
地
域
の
診
療
所
に
逆
紹

介
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
登
録
医
の
一
覧
が
玄
関
に
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。
こ

の
欄
で
は
、日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
登
録
医
の
医
師
を
順
次
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

登 録 医 介紹
No.26

　

宮
下
整
形
外
科
院
長
の
宮
下
謙
一
先
生

は
、
平
成
６
年
北
里
大
学
医
学
部
を
ご
卒

業
さ
れ
、
同
大
学
の
整
形
外
科
に
研
修
医

と
し
て
入
局
さ
れ
た
後
、
北
里
大
学
北
里

研
究
所
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
病
院（
北

本
市
）、
医
療
法
人
小
林
病
院（
小
田
原

市
）、
西
横
浜
国
際
総
合
病
院（
横
浜
戸
塚

区
）、
北
里
大
学
の
助
手
を
経
て
、
平
成

15
年
4
月
に
宮
下
整
形
外
科
の
副
院
長
と

し
て
勤
務
を
始
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の

後
、
平
成
21
年
1
月
宮
下
整
形
外
科
の
院

長
に
就
任
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。

　

院
長
就
任
に
あ
た
り
、
基
本
理
念
を
3

つ
掲
げ
、
平
成
19
年
に
手
放
し
た
病
床
の

有
効
利
用
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
、
駐

車
場
の
狭
さ
等
を
理
由
に
、
建
て
直
す
決

意
を
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
木
の
香
り
溢
れ

る
優
し
い
医
院
を
理
想
に
さ
れ
、
雨
や
雪

で
も
患
者

さ
ま
が
濡

れ
な
い
よ

う
に
大
き

な
車
寄
せ

を
造
っ
た

り
、
無
垢

の
床
で
患
者
さ
ま

の
足
腰
に
負
担
を

掛
け
な
い
よ
う
に

し
た
り
等
、
色
々

な
工
夫
を
さ
れ
た

そ
う
で
す
。

　

日
常
の
診
療
で

は
、
整
形
外
科
一

般
的
に
良
質
な
医

療
を
目
指
し
、
日
々
頑
張
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

長
野
市
民
病
院
と
の
関
わ
り
と
し
て

は
、
平
成
15
年
か
ら
当
院
の
非
常
勤

手
術
勤
務
を
さ
れ
、
患
者
さ
ま
の
紹

介
・
被
紹
介
に
お
い
て
、
よ
り
手
厚

い
医
療
が
提
供
で
き
る
こ
と
に
喜
び

を
感
じ
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
長

野
市
民
病
院
の
存
在
は
誇
り
で
あ

り
心
強
い
存
在
。
こ
れ
か
ら
も
末
長

く
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

貴
重
な
ご
寄
付
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

当
院
で
は
、
病
院
長
、
副
院
長
は
じ

め
、
各
科
の
医
師
が
地
域
に
出
向
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
講
演
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
住
民
と
の
交
流
と
保

健
衛
生
の
啓
発
活
動
を
目
的
と
し
、「
出

前
講
座
」
と
題
し
ま
し
て
、
病
院
ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
出
張
講
座
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
度
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

長
野
県
知
事
よ
り
県
知
事
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
本
久
さ
ま
よ
り
、
が
ん
化
学
療
法
で
使
用
す
る
治
療
用
多
目
的
チ
ェ
ア

５
台
を
、
当
院
へ
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
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（
志
摩　

温
）

　

２
年
目
研
修
医
の

志
摩
温
と
申
し
ま
す
。

諸
先
生
方
を
は
じ
め
多

く
の
職
員
の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
の
お
か

げ
で
、
市
民
病
院
で
の
仕
事
に
も
慣
れ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
部
分

が
多
々
あ
り
、
ま
た
２
年
目
と
い
う
こ
と

で
研
修
科
が
多
く
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す

が
、
一
日
で
も
早
く
、
そ
し
て
一
人
で
も

多
く
の
患
者
さ
ま
に
学
ん
だ
経
験
を
還
元

で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
ご
指
導
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
浅
井　

裕
子
）

　

は
じ
め
ま
し
て
、
浅

井
裕
子
と
申
し
ま
す
。

今
年
の
４
月
か
ら
長
野

市
民
病
院
で
２
年
間
研
修
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
分
か

ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
が
、
指
導
医
の

先
生
方
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
に
教
え
て

い
た
だ
き
、ま
た
支
え
ら
れ
て
、毎
日
様
々

な
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
少
し
で
も
皆
さ
ま
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
後
藤　

正
博
）

　

２
年
間
長
野
市
民
病

院
で
研
修
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
後
藤
正
博
と
申
し
ま
す
。
育
ち
は
岐

阜
県
で
し
た
が
、
大
学
が
信
州
大
学
と
い

う
縁
で
卒
業
後
も
長
野
県
で
お
世
話
に
な

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
消
化
器

内
科
で
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
社
会
人
１
年
目
で
分
か
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
で
す
が
、
一
人
前
の
医
師
に
な
れ

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
島　

舞
子
）

　

４
月
よ
り
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
、
研

修
医
１
年
目
の
中
島
舞

子
で
す
。
須
坂
市
で
生
ま
れ
、
今
も
自
宅

か
ら
通
勤
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
神
経

内
科
で
研
修
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

患
者
さ
ま
方
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ

て
頂
く
と
と
も
に
、
諸
先
生
方
を
は
じ
め

病
院
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
指

導
の
も
と
、
充
実
し
た
研
修
生
活
を
過
ご

し
て
お
り
ま
す
。
大
好
き
な
長
野
県
の
医

療
に
少
し
で
も
役
立
て
る
人
間
に
な
れ
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
２
年
間
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
村　

晃
）

　

は
じ
め
ま
し
て
。
今

年
度
か
ら
２
年
間
長
野

市
民
病
院
で
研
修
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
中
村
晃

と
申
し
ま
す
。
信
州
大
学
出
身
で
す
。
研

修
が
始
ま
っ
て
２
ヶ
月
、
医
師
と
し
て
の

知
識
、
技
能
は
も
ち
ろ
ん
病
棟
業
務
な
ど

で
き
な
い
こ
と
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
で
自
分
の
至
ら
な
さ
を
痛
感
す
る
毎
日

で
す
が
、
先
生
方
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
か

ら
こ
の
２
年
間
で
少
し
で
も
多
く
の
こ
と

を
吸
収
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
北
原　

順
一
郎
）

　

今
年
度
１
年
間
長
野

市
民
病
院
で
お
世
話
に

な
り
ま
す
北
原
順
一
郎

で
す
。
出
身
は
松
本
市
で
、
信
州
大
学
出

身
で
す
。今
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、

自
分
の
未
熟
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
自
分
に
周
り
の
先
生
方
や
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
が
温
か
く
指
導
し
て
く
だ
さ

る
こ
と
に
感
謝
す
る
毎
日
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
患
者
さ
ま
と
沢
山
向
き
合
う

こ
と
で
知
識
、
技
術
は
勿
論
の
こ
と
そ
れ

以
上
の
こ
と
を
学
び
、
少
し
で
も
信
頼
さ

れ
る
医
師
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
佐
々
木　

奈
津
子
）

　

今
年
度
１
年
間
、
長

野
市
民
病
院
で
研
修

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
佐
々
木
奈
津
子
と
申
し
ま

す
。
研
修
が
始
ま
っ
て
３
ヶ
月
足
ら
ず
、

ま
だ
ま
だ
知
識
も
経
験
も
不
十
分
で
患
者

さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
な
こ
と
は
満

足
に
出
来
て
お
り
ま
せ
ん
が
、病
院
ス
タ
ッ

フ
皆
さ
ま
の
御
指
導
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
ま
た
患
者
さ
ま
一
人
一
人
が
自
分
を

育
て
て
く
だ
さ
る
と
い
う
気
持
ち
で
毎
日

少
し
ず
つ
成
長
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
参

り
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
15
年
・
10
年

　
勤
続
功
労
表
彰

　 

　
　
行
わ
れ
る
」

新研修医の抱負

　

去
る
６
月
１
日
㈫
、
15
年
・
10
年
勤
続

功
労
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
対
象
者
は

開
院
時
か
ら
、
ま
た
は
開
院
6
年
目
前
後

か
ら
当
院
に
勤
務
し
、
北
部
地
域
の
中
核

病
院
と
し
て
高
度
先
進
医
療
を
提
供
す
べ

く
病
院
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
き
ま
し

た
。【
15
年
勤
続
功
労
者
数
：
職
員
76
名
、

委
託
職
員
3
名
、
10
年
勤
続
功
労
者
数
：

職
員
13
名
、
委
託
職
員
5
名
】
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長野市民病院へのお問い合わせ
〒381－8551　長野市富竹1333－1
TEL 026－295－1199　　FAX 026－295－1148
長野市民病院・医師会 急病センター
TEL 026－295－1291
ホームページ http://www.hospital.nagano.nagano.jp/
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樹
■編　集：長野市民病院
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専 門（常勤医）金木水火月診療科
平井一也（呼吸器）
吉池文明（呼吸器）
市山崇史（呼吸器）
長谷部修（消化器・内視鏡）
原 悦雄（消化器・内視鏡）
越知泰英（消化器・内視鏡）
立岩伸之（消化器・内視鏡）
須澤兼一（消化器・内視鏡）
関亜矢子（消化器・内視鏡）
彦坂吉興（消化器）
多田井敏治（消化器）
丸山隆久（循環器）
笠井俊夫（循環器）
酒井貴弘（循環器）
掛川哲司（腎臓）
西井 裕（糖尿病・内分泌代謝疾患）

彦坂/☆西井○多田井/☆稲田☆関 亜矢子須澤 兼一○原 悦雄

内 科
呼 吸 器 内 科
消 化 器 内 科
循 環 器 内 科
腎 臓 内 科
内分泌・代謝内科

○酒井 貴弘吉池 文明西井 裕吉池 文明○吉池 文明
○信大医師

（呼吸器内科）市山 崇史○平井 一也○市山 崇史平井 一也

原 悦雄○立岩 伸之○越知 泰英梅村 武司越知 泰英
○須澤 兼一春日 広一丸山 隆久○丸山 隆久立岩 伸之

笠井 俊夫○関 亜矢子○笠井 俊夫○彦坂 吉興酒井/☆多田井
長谷部 修○掛川 哲司○長谷部 修掛川 哲司○西井 裕

★宮林 千春
青沼架佐賜（発達・神経・循環器・心身症）
池野一秀（免疫・アレルギー）
野田慶太（小児科一般）
浅岡麻里（小児科一般）

浅岡 麻里池野 一秀野田 慶太池野 一秀浅岡 麻里
小 児 科

青沼架佐賜野田 慶太青沼架佐賜浅岡 麻里野田 慶太
宗像康博（消化器・胃・大腸）
林 賢（消化器・肝臓・胆道・膵臓）
関 仁誌（消化器・肝臓・胆道・膵臓）
高田 学（消化器）
沖田浩一（消化器）
松村美穂（消化器）
成本壮一（外科）
田上創一（外科）
村中 太（外科）
得丸重夫（外科）
岡田正夫（外科）

○得丸 重夫○村中 太田上 創一○岡田 正夫○成本 壮一

外 科
消 化 器 外 科

関 仁誌◆宗像 康博宗像 康博○高田 学

○田上 創一林 賢○沖田 浩一○林 賢沖田 浩一

○松村 美穂

松田 智（上肢・末梢神経）
南澤育雄（骨折・リウマチ性疾患・股膝関節）
中村 功（脊椎）
山田誠司（関節疾患）
野村博紀（整形外科）
山本宏幸（整形外科）

○野村 博紀☆中村 功－○山本 宏幸松田 智

整 形 外 科
○山田 誠司○山本 宏幸中村 功○野村 博紀南澤 育雄

－－○山田 誠司○信大医師☆山田 誠司
▲中村 功○藤澤多佳子○南澤 育雄▲松田 智○藤澤多佳子

－○松田 智○藤澤多佳子▲南澤 育雄○中村 功
滝 建志（形成外科）
濱 ゆき（形成外科）

○滝 建志滝 建志○滝 建志◇滝 建志○滝 建志形 成 外 科 △三島 吉登
濱 ゆき○濱 ゆき濱 ゆき○濱 ゆき濱 ゆき

竹前紀樹（脳腫瘍・脳血管障害・頭痛・三叉神経痛）
大屋房一（脳血管障害・脳血管内手術・脳腫瘍）
荻原利浩（脳腫瘍・脳血管障害・頭部外傷）
浅沼 恵（脳神経外科）

○竹前／脳外科医師
（交替制につき、担
当日についてはお
問い合せ下さい。）

○荻原 利浩○大屋 房一○荻原 利浩○大屋 房一脳 神 経 外 科
（脳血管内治療科） 大屋 房一竹前 紀樹浅沼 恵荻原 利浩

齋木 實（皮膚科）齋木 實齋木 實齋木 實齋木 實齋木 實皮 膚 科
西澤秀治（悪性腫瘍・排尿障害・小児泌尿器）
飯島和芳（神経因性膀胱・悪性腫瘍）
山岸貴裕（泌尿器科一般）
塚田 学（泌尿器科一般）

飯島 和芳山岸 貴裕西澤 秀治山岸 貴裕西澤 秀治
泌 尿 器 科 塚田 学塚田 学飯島 和芳塚田 学山岸 貴裕

※岡根谷利一◆西澤 秀治－－－
風間 淳（眼科）風間 淳風間 淳風間 淳風間 淳風間 淳眼 科 －－黒川 徹千葉 玲奈－
野村 康（耳鼻いんこう科）野村 康野村 康休診野村 康野村 康耳鼻いんこう科
今井 迅（画像診断・ＩＶＲ）
藤田 顕（画像診断・ＩＶＲ）
橋田 巌（放射線治療）

休診橋田 巌休診休診メタストロン外来放 射 線 科

田村 稔（口腔腫瘍）○田村 稔○鎌田 孝広○戸木田怜子○田村 稔○戸木田怜子歯科･歯科口腔外科 戸木田怜子（口腔外科）戸木田怜子－田村 稔戸木田怜子田村 稔

第2外来山本寛二（神経内科）
小平 農（神経内科）

山本 寛二○山本 寛二小平 農山本 寛二○小平 農神 経 内 科 小平 農－－○小平 農－

第2外来
西村秀紀（呼吸器・乳腺・甲状腺）
小沢恵介（呼吸器・乳腺）
有村隆明（呼吸器・乳腺）
山田響子（呼吸器・乳腺）

○小沢 恵介
（交替制）

○有村 隆明
西村 秀紀

○西村 秀紀
山田 響子

○有村 隆明
西村 秀紀

○山田／信大医師（交替制）
小沢 恵介

呼 吸 器 外 科
乳 腺 外 科

第2外来森 篤（悪性腫瘍）
西澤千津恵（不妊症）

森 篤○森 篤○森 篤休診○西澤千津恵婦 人 科 ○西澤千津恵西澤千津恵西澤千津恵－

第2外来大道雅英（緩和ケア）
高橋 陽（腫瘍精神）

－◎☆大道 雅英◎☆大道 雅英◎大道 雅英－緩和ケア内科 ◎高橋 陽－－－◎高橋 陽
第2外来休診休診池田 三知代休診休診膠 原 病 外 来

長野市民病院救急センター坂口 治（救急科）坂口 治坂口 治林 賢坂口 治坂口 治救 急 科

長 野 市 民 病 院 外 来 診 療 担 当 日 一 覧 お
近
く
の
開
業
医
に
よ
る
“
か
か
り
つ
け
医
”
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
市
民
病
院
へ
初
診
で
来
院
さ
れ
る
場
合
、
紹
介
状
と
事
前
予
約
が
あ
る
と
待
ち
時
間
短
縮
に
つ
な
が
り
ま
す
。

外
来
診
療
担
当
表
は
、
６
月
15
日
現
在
で
作
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
担
当
医
師
が
変
更
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

救急科 ： 救急センター　8：30から17：30担当医
記号の説明　　○：初診担当　　◎：完全予約制　　☆：午後のみ　　◆：紹介のみ　　▲：紹介、救急のみ
　　　　　　　◇：第2・4火曜日は11：15まで　 △：第2・4火曜日11：15から　 ※：第3金曜日予約のみ　 ★：第3木曜日

026-295-1199 3204

再就職をお考えの看護師さん
に、最新の知識と技術を学ん
でいただき、安心して復帰い
ただくことをねらいとしてい
ます。受講料は無料です。
まずはお気軽にお問い合わせ
ください。（託児所あり）

看護師のための
「再就職支援セミナー」開催のお知らせ!!
◎対象者　 ◎看護師資格をお持ちで再就職をお考えの方
◎講習内容 ◎講義（最近の医療・看護の動向、医療
　　　　　　 安全、感染対策、排泄・皮膚ケア等）・看護技術（採血、静脈注射、
　　　　　　 輸液ポンプ、吸引、酸素療法、フィジカルアセスメント、AED等）
○開催日　○（7・10・12・・2月の各月第1水曜から第4水曜の4回連続）
　　　　　　　 詳しい日程はホームページをご覧ください。
○時　間　○9：00～12：00


